研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　　南陽館　　　　　　　　職　種　　介護員　　　　氏　名　　柏谷楓

	期　　間　　平成　　24年　10　月　21日　～　平成　24　年　10　月　21日

	出張目的　第19回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

今回2度目の参加をさせていただいた。南陽館に移動になったが、南山苑2階で昨年課題とされていた職員が忙しそうにみえるやコミュニケーションをとる時間があまりとれていないなどといった問題が南陽館にもあった。以前からコミュニケーションも仕事であるという認識が薄れていることが課題とされていたが現状は業務を円滑に進めることを優先してしまったことにより、利用者からは職員がいつも忙しそうで話しかけるのが申し訳ないと話す事が多くなってきていた。今回は「ことば欠け」の原因をあげ、「ことば欠けから、ことば掛け」を目的とした取り組みを行った。取り組みを通し、以前に比べ業務に余裕が生まれたことで職員も明るくなり、より多くの利用者と関わる事ができるようになったと感じた。また、利用者を知る力、観察する力も身に付いたと感じる。利用者・職員共に昨日より楽しいと感じ、住み慣れた地域・自宅で生活が送れるように支援していくという課題を常に考えてこれからも取り組んでいきたい。

他施設の取り組み内容の中に胃ろうから経口摂取になったという例がいくつかでてきた。対象者は限られてきますが、楽しい食事・食べる事への喜びを感じる事は重要であり、食べる喜びを取り戻す事で、生活全般のQＯＬを高める事にも繋がる事がわかった。その他にもバランスボールを用いたムーブメントプログラムと用手微振動を取り入れた取り組みを膝関節の伸展した状態での拘縮により、車椅子での座位姿勢が不安定な状態や、長時間の臥床により排便困難状態がみられる方に行った。すると、以前より膝関節が屈曲し、臥床時・車椅子での座位姿勢時共に安楽な姿勢を保つことが出来るようになった。また用手微振動療法により、自然排便が促され、座位が安定した事でベット上での排泄交換からポータブルトイレでの排泄が可能になった。排便困難によって引き起こされていた不穏症状や食欲低下までも改善され、本人が意欲的になっていった。この事例を聞くと、1つのことが出来るようになると連鎖して色々なことが出来るようになり、本人のやる気にも繋がると感じた。この療法はぜひ当施設でも試みてみたいものだと感じた。他施設の取り組み内容を聞けた事を無駄にせず、活かせる部分は活かしていきたいと思う。

＜研修要旨＞

○ふれあい・予防通所利用者の生きがい作り

～園芸療法を通して～

　介護老人保健施設　あしたばの里・黒石

（目的）

月2回もしくは週1～2回と利用回数が比較的少ない方々に、生きがいと楽しみを持っていただき、身体機能低下防止と活動性の維持・向上を図るために園芸療法を取り入れた。

（対象）

ふれあい通所利用者、予防通所利用者

（方法）

昼食後レクリエーションの時間を利用して、野菜作りを行ない、その作業を通しての表情や言動、精神状態の観察をした。そして、毎回記録し、変化等を確認。

（結果）

野菜の苗植え作業には、どちらの対象者も参加されたが、草取りの作業は、「家でもやって、飽きた」などの声が聞かれるようになった。

ふれあい通所利用者に比べ、予防通所利用者の方々は積極的で、どの作業も喜びながら行なっていた。

（考察）

回を重ねることで、主対象者以外の要介護者の参加が増えていった。日常的で、これまでに経験してきた慣れた作業は、活動への参加意欲を高めるなど心理的、精神的側面の効果があることがわかった。

＜考察＞

南陽館でも畑作業をしている。昔行なった経験のある方が主となり楽しみながら行っている。あまり経験のない方も収穫した物を見て感心される方が多い。今主となり行なってくださっている方以外にも畑作業は楽しい、私もやりたいという方が増え生きる楽しみや、生きがいにしてくださる方が増えて欲しい。

＜研修要旨＞

· 排泄時間帯を知り、個別の対応を行なっていく

～排泄チェック表の見直し～

介護老人保健施設　あしたばの里・黒石

（目的）

当施設で設定していた排泄の誘導時間では、トイレ誘導者の失禁による衣類汚染が多くあった。

そこで、個々の排泄時間を知るため、排泄チェック表の見直しを行い、汚染の軽減を目指す。

（方法）

· トイレ誘導者用の排泄チェック表を作成。

· 汚染の状況を把握するため、汚染の状況別に記入方法を分かりやすいものへ変更する。

· 1週間汚染の状況を観察し、個々に合わせた時間でトイレ誘導を行なう。

（結果）

排泄チェック表の見直しと記入方法を変更したことで、失禁の回数・時間帯を把握することができ、個々に合った時間でトイレ誘導をすることができた。

その結果、トイレでの排泄ができ、衣類汚染が軽減した。

（考察）

· 排泄チェック表を有効に活用することで、排便確認も確実となり、宿便による下剤の服用が減った。

· 排泄の大切さを再認識し、職員の排泄チェック表に対する意識改革ができた。

＜考察＞

見直しをする事で利用者・職員の負担を軽減できると考える。利用者の排泄時間を把握すれば、トイレで排泄ができるため汚染回数が減る。汚染した洗濯物が減り家族の負担も軽減できる。職員の手間も省ける。このことにより、排泄チェック表の見直しをすることによって、利用者・家族・職員の負担を軽減でき、よりよいケアを提供できると考える。
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